
大きく強くなる台風

昨年７月大雨が降り続き、特に

熊本県南部では家が流されるなど

大きな被害がでました。2019年

にも９月に台風15号、10月に19

号と非常に大きな台風がきまし

た。台風19号では死者・行方不

明者が100人をこえました。

以前から日本には毎年台風が

やってきていましたが、最近は雨

や風の勢
いきお

いが、以前よりも強く

なっているようです。

地球温
おん

暖
だん

化
か

は人権問題

国連は2020年の世界の平均気

温が、1850 ～ 1900年の平均に

比べて約1.2℃上昇し、過
か

去
こ

最高

だったと発表しました。これは地

球温
おん

暖
だん

化
か

といわれ、今世界的な大

問題になっています。日本で台風

が大きく強くなっているのも、こ

の地球温
おん

暖
だん

化
か

と関係があります。

海水が温まると雲がどんどん大き

くなり、雨や風が強くなるのです。

台風だけではありません。日

本では2020年の静岡県浜松市

と2018年の埼玉県熊谷市で、

41.1℃と、観
かんそくしじょう

測史上最高の気温を

記録しました。ヨーロッパでもし

ばしば異
いじょう

常な高温が起き、2003

年8月にはフランスで44.1℃を記

録し、約１万5000人が死亡しま

した。

気温が上がることで、北極など

にある氷も溶けています。海の形

は変わらないのに海水が増えるの

で、海面が上がり陸地が減
へ

りま

す。そうなると、これまで住んで

いた海岸近くの家に住めなくなり

ます。太平洋にある島国キリバス
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アムネスティ・インターナショナルは、1961年生まれの国
こく

際
さい

的
てき

な団
だん

体
たい

です。世界200カ国で1,000万人以上の人が活動しています。はだの色
がちがうから、宗教がちがうから、よその国から来たから、女

じょ

性
せい

だからと差別や暴
ぼう

力
りょく

に苦しむ人、政
せい

府
ふ

と違う意見を言っただけで捕
つか

まった人、
紛争で自分の国に住めなくなった人などの命や自由を守るために、政

せい

府
ふ

や社会を動かす活動をしています。ノーベル平和賞を受賞しています。

発行日：2021 年 8 月　　発行：公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本
〒東京都千代田区神田小川町 2-12-14 晴花ビル 7F　　TEL: 03-3518-6777　　ウェブサイト：http://www.amnesty.or.jp/

私たちがふだん使っているものは、材料を育てたり、作ったり、採
と

ったりする人、加工する人、仕上げをする人など、たくさん
の人が関わってできています。そうした中で給料がとても安かったり、休みがもらえなかったり、危

き

険
けん

なことをさせられたり、と、
ひどい目にあいながら働いている人たちもいます。商品を使うときには、どのように作られているかについても、考えてみたいですね。

絵：坂木浩子

絵：多屋光孫

あぶない地球の話
地球温

おん

暖
だん

化
か

って聞いたこと、ありますか？　地球の平均気温が上がることで、その結果、自然や生物が大きく影響
を受けます。人間にとっても、いろいろと困ったことが起きています。どんなことが起きているのでしょうか。

商品ができるまでのことを考えてみよう
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35％以上

25～34.9％

15～24.9％

5％未満

2.5％未満

5～14.9％

データがない

栄養が不足している人の割合
えいよう わりあい

は、今世紀末までに海にしずむと

予
よ

測
そく

されています。そこに住んで

いる人たちはどうすればいいので

しょう？

気候や気温が変われば、作物に

も影
えいきょう

響します。気温がどんどん上

がれば畑だった土地が砂
さ

漠
ばく

にな

り、食料の生産量が大きく減って

しまいます。そのため、世界的に

食べ物が不足すると心配されてい

ます。

このように、地球温
おん

暖
だん

化
か

は、人

びとのくらしに直接影
えいきょう

響します。

環
かんきょう

境問題であるだけでなく、人

権問題でもあります。

若者の力で世界を変えよう

地球温
おん

暖
だん

化
か

は、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

など

の温室効果ガスが増えすぎたこと

が原
げん

因
いん

と考えられています。その

原
げん

因
いん

を作ったのは人間です。人間

は、石炭や石油を燃
も

やしてエネル

ギーにし、スイッチを押せば電気

がつくような快
かい

適
てき

な生活を手に入

れました。その結果、大量の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出してきました。

また、森の木を切り住
じゅうたくち

宅地にし

てきました。二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は木が

すって酸
さん

素
そ

に変えてくれますが、

木が減ったため二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をすう

力も弱くなっています。

これまでのようなエネルギーの

使い方はまちがっていたとようや

く気づき、世界的に地球温
おん

暖
だん

化
か

を

止めようという取り組みが始まっ

ています。しかし、大人たちはこ

れまでのやり方を変えたくない、

変えるとこれまで通りのお金もう

けができなくなる、と考える人も

いて、かんたんには変わりません。

でも、地球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響を一番

受けるのは、これからを生きる子

どもたちです。災
さい

害
がい

で家に住めな

くなったり、暑さで病気になった

り、食べ物が満足に手に入らなく

なったら？　子どもは、健康に育

つ権利があります。

まず、世界でどんな問題が起

きているかを知ることから始めま

しょう。そして、どうすればいい

か、自分でできることはないか考

えてみる。たとえば、電気をこま

めに消す、といったかんたんなこ

ともあります。さらに、仲間を集

めて世の中を変えるための提
てい

案
あん

を

してみる。できることはいろいろ

あります。若い力で世界を変えて

いきましょう。

第６条
じょう

は、「すべての子どもは、生きる権
けん

利
り

・育つ

権
けん

利
り

をもっています。」です。すべての生まれてきた子

どもは、生きて成長する権
けん

利
り

があるのです。ここでは

子どもが主語になっていますが、もともとの条
じょう

約
やく

の主

語は「締
てい

約
やく

国
こく

は、」です。締
てい

約
やく

国
こく

とは、条
じょう

約
やく

を守ること

を約束した国のことです。つまり、国は子どもが持っ

ている権
けん

利
り

を、しっかり守らなければならないといっ

ているのです。

もちろん、病気や事
じ

故
こ

で小さいうちに死んでしまう

こともあります。残念ながら、すべての病気が治せて、

事
じ

故
こ

が防
ふせ

げるわけではありません。ただ、国は子ども

が安全に生き、育つための環
かん

境
きょう

を用意しなければいけ

ません。例えば、安全できれいな水や、成長に必要な

食べ物、親や家がない子には安全にくらせる場所など

です。世界には、きれいな水が飲めなかったり、食べ

物がなかったりするために、死んでしまう子どもがた

くさんいます。そんな子どもが１人でも少なくなるよ

うに、世界中の大人は努力しなければなりません。

第７条
じょう

は、名前と国
こく

籍
せき

（国民であるという資格）を

持つ権
けん

利
り

です。名

前がないと誰だか

わかりませんし、

国は国民を守らな

ければならないの

で、国
こく

籍
せき

がないと

守ってもらえませ

ん。次回みんなで

考えてみましょう。

雨が何カ月も、何年もふらなかったり、地
じ

震
しん

や洪
こう

水
ずい

などの自然災害でお
米や野菜が育たなかったり、紛

ふん

争
そう

のせいで家や畑を捨てなければならな
かったり、貧しかったりして、とってもおなかがすいてもごはんがない
人が、世界で8億

おく

人以上います。ごはんが食べられないと、生きていく
のに必要な栄養をきちんととることができません。そうすると病気に
なったり、最悪の場合、死んでしまったりします。

今回 紹
しょう

介
かい

するのは、第６条
じょう

です。「 」内の文章は、元々の難
むずか

しい条
じょうやく

約（国と国との約束）の文章をわかりやすくした、日
本ユニセフ協会による日本語訳

やく

から引用（そのまま使うこと）
しています。

国は子どもが生きて育つ権
けん

利
り

を 
守らなければならない

※地図は国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

世
せ

界
かい

食
しょく

糧
りょう

計
けい

画
かく

のデータをもとに作成
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9人に1人が、おなかがすいても食べるものがなくて苦しんでいます 

第4回

日本の電気はどうやってつくられている？

火力発電
二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をたくさん出す

74.9%

水の力
7.9%

太陽の光
8.5%

風の力
0.9%

バイオマス
3.2%

原子力発電

4.3%

自然の
力を利用

20.8%

日本は石炭や石油などを燃
も

やして電気をつくる火力発電
の割合が多い国です。また、二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出す量は、世
界で５番目です。二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出さない、自然の力を利
用して電気をつくる方法もあります。この割合を増やす
のも、地球温

おん

暖
だん

化
か

を止めるひとつのやり方です。日本政
せい

府
ふ

は、火力を減
へ

らして自然の力で電気をつくる割
わり

合
あい

を、
2030 年までに今の倍近くに増

ふ

やすことを計画していま
す。

バイオマス

生ゴミ、 使用ずみの

油、 木くず、 家畜の

ふんなどを直接燃

やして、 その熱やガ

スによって発電機を

動かして発電する。

地熱

2020 年のデータ

0.3%
地熱発電

地中深くから取り

出した蒸
じょう

気
き

によっ

て、 直接発電機を動

かして発電する。


